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11 月も２週目に入りました。今日は早くも二十四節気の「立冬（りっと
う）」です。秋は足早に過ぎ、冬の到来。日毎に日足も目立って短くなって
いきます。 
さて、子供達にとって、忙しい毎日が続いています。その具体は、①11

月 26 日（土）の中番フェスティバル、②11 月 24 日（木）のおの検定（漢
字・計算）、③NLP（2nd ステージ及び 3rd ステージ）です。これは学校内
のことであり、子供によっては、学校外での活動も多々あると思いますの
で、その忙しさは計りしれません。「忙しい！忙しい？」と悲鳴が聞こえて
きそうです。保護者の皆様も子供達の様子をご覧になって、その忙しさを
心配されておられるのではないでしょうか。上記に挙げているものは必ず
結果を伴いますので、その結果が気になることは間違いありません。それ
はある意味当然のことです。しかし、これらのことは、結果だけが問題で
はなく、その取り組み方が問題であり、重要だということです。沢山する
ことがあると、どうしてもその数に圧倒されてしまい、焦ったり、空回り
したりして、大切なことが見えなくなったり、一体何をすればいいのか分
からなくなったりしてしまい、何となく上手くいかない、手に付かない、
できない、無理と諦めてしまう、そして、時間だけがどんどん過ぎてしま
う･･･、そんな経験は、誰にでもあるのではないでしょうか。 
そこで、上記について、そのねらいや目指すべきところを改めて考えて

みたいと思います。１つ目は中番フェスティバルです。これは音楽会的な
要素が大変大きいものです。芸術性の高いものです。そのねらいは、音楽
的な技能的を高めることはもちろん大切なことです。でも、さらに大切な

ものがあるのではないでしょうか。技能面では、一人一人、与えられたパ
ートをしっかりと練習することは大切なことですが、何よりベストを尽く
し、仲間と一つのステージを作り上げるということが大切なことです。仲
間と共に、助け愛、高め愛、認め愛、みんなの為に自分がベストを尽くす、
みんなと共に一つのものを創り上げることが大切です。決して、上手、下
手だけではないのです。２つ目はおの検定(漢字・計算)です。これは、自
分で計画的に学習する力の育成です。しなければならないこと、範囲は決
まっています。それを自分が如何に効果的に効率よく学習するかというこ
と、自分が工夫し、自分の勉強法を見つけることなのです。３つ目は NLP
（2nd ステージ及び 3rd ステージ）です。これは、自己完結と自己評価及
び学習内容理解の補強です。授業での学習範囲は意外と狭いものです。学
んだことは使わないと忘れてしまいます。同じようなことを何度も経験す
ることで定着が図られます。つまり、幅広く学習し、今持っている力をよ
り強固なものに、確かなものにする為のものです。既に 2nd ステージを終
えた子供達は 3rd ステージへ進んでいます。更に、3rd ステージを終えた子
供達は、次の学年の学習へと学びを進めています。とは言うものの一応、
その子供達には「次の学年の学習、どうしますか？」と尋ねてみました。
すると「します！」という力強い返事が返ってきました。嬉しかったです
ね。それを「未来学習（みらいがくしゅう）」と名付け、応援したいと思い
ます。学習は、学年を越えても自分でできるものです。学びの機会は、い
つでも、どこでも、開かれているものなのです。要は、このような様々な
取組を自分の成長に生かせるかということです。子供達はその力を、意欲
を、十分備えています。何事にもやりがいを見出し、誠実に向き合い、自
己の可能性を高めて欲しいと願っています。保護者の皆様には子供達への
あたたかい眼差しと応援・声援をよろしくお願い申し上げます。 
中番小学校は、児童にとって、「明日も行きたい！学びたい！学校」を目

指し、日々の取り組みを充実させ、共に歩んでいきたいと願っております。 

忙しい 11 月。でも、取り組み方、気持ち一つで、やりがいに！ 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


